
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

し
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い

る
様
子
で
し
た
。 

  

続
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

中
に
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
用
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、

ド
ロ
ー
ン
を
思
う
よ
う
に

飛
ば
す
こ
と
に
挑
戦
で
す
。 

 

課
題
は
、
二
つ
の
離
れ
た 

令和６年度 第２号 

  

令和６年１０月１日発行 

東部市民センター開館 40周年記念イベント 

輪
を
く
ぐ
ら
せ
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
で
す
。 

離
陸
で
１
０
０
㎝
、
更
に

５
０
㎝
上
昇
、
前
に
１
５
０

㎝
、
右
に
２
０
０
㎝
、
前
に

１
５
０
㎝
、
上
に
１
０
０

㎝
、
後
に
２
５
０
㎝
動
か
し

着
陸
で
す
。
２
つ
の
輪
を
う

ま
く
く
ぐ
り
ぬ
け
た
と
き

は
満
足
そ
う
な
笑
顔
が
輝

い
て
い
ま
し
た
。 

   

初
め
は
緊
張
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ

て
き
た
ら
、
「
面
白
い
、
気

持
ち
が
い
い
」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

ド
ロ
ー
ン
で
、
空
間
認
知

能
力
が
養
わ
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
講
座
は
、
参
加
し

た
児
童
に
と
っ
て
い
い
夏

休
み
の
体
験
学
習
に
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

東
部
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル 

「ド
ロ
ー
ン
教
室
」 

  

公開ラジオ番組風レクリエーション 

         いなばみどりの「出前ラジオ局」 

浪
岡
地
区
で
活
動
す
る

（
株
）
東
北
高
速
道
青
森
ド

ロ
ー
ン
事
業
部
の
菊
池
正

志
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
小

学
三
年
か
ら
五
年
の
男
女

四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

  

始
め
に
、
講
師
か
ら
遠
隔

操
作
で
動
か
す
ラ
ジ
コ
ン

飛
行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
を
ド
ロ
ー
ン
と
呼
ん

で
い
る
こ
と
や
、
様
々
な
種

類
の
ド
ロ
ー
ン
が
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。 

   

ド
ロ
ー
ン
は
ど
ん
な
動

き
を
す
る
の
か
、
各
自
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
し
て
、
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
み
ま

し
た
。
ま
ず
離
陸
さ
せ
、
次

に
ド
ロ
ー
ン
を
前
後
左
右

に
動
か
し
着
陸
で
す
。
操
作

し
た
通
り
に
動
く
ド
ロ
ー 

ン
に
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ 

◆ラジオパーソナリティ歴 21 年の     

いなばみどりさんが、会場の皆さん

とのお喋りをとおして、思い出の音

楽や合唱を楽しみます。本番さなが

らの「出前ラジオ局」へ遊びに来て

みませんか。お待ちします！ 

講座レポート１ 

7/27 

 青森市東部市民センター 

〒030-0921 青森市原別 3-8-1 

TEL 017-736-6255  

FAX 017-736-6259 

ワ
ク
ワ
ク 

ド
キ
ド
キ 

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦 

♪とき／令和 6年 10月 24日(木) 10：30～11：30 

♪人員・対象／20人(一般) ♪参加／無料 

♪申込受付／10 月 10 日（木）、9：00 からセンター窓口または

電話（先着順）♪リクエスト希望の場合は、窓口にてエピソード

を添えてお申し込みください。 

ド
ロ
ー
ン
っ
て
何
？ 

 

タブレットを操作し、ドローンの飛

行にチャレンジする子ども達 

平川市の皆さんと公民館について
意見交換しました。 

8月24日(土)、平川市自治公民館連絡協議会(長

尾 優会長)の皆さん 20 人が当センターを視察

し、活性化のための講座やイベント、周知方法

等について有意義な意見交換をしました。 

 平川市の皆さんご来館ありがとうございました 

夏
休
み
の 

貴
重
な
体
験 

 

小
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
必
修
化
さ
れ
注
目
が
集
ま
る

中
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
す
小

学
生
向
け
の
講
座
を
取
材
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

飛
行
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

を
作
ろ
う
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藍の生葉で染液づくり 
 スタッフが用意した「藍の生葉」を 1 人当たり

60g使って染液を作ります。 

 洗面器に水と 2 枚重ねのネットに詰めた生葉を

入れて、ぬめり感が出るまでよく揉み、生葉を取り

出して染液の完成です。 
 

絹のストールを染める 

 事前に水に浸けていた絹を絞り、染液に浸け、染

液からストールが出ないように軽く揉んだり動か 

したりしながら布全体に染液を染み込ませます。染

液が緑色から青緑に変わったら、ストールを青くす

るため空気に当て、その後、色落ちを抑えるため流

水で良く洗います。 
 

最後に発色を促進し完成 

 洗面器に絹のストールが全部浸かるくらい水を

入れ、オキシドールを 1～2 滴たらし、5 分程浸し

ます。最後は、流水で洗って完成です。 
 

冬の敏感肌に最適な藍のシルク・ストール 

 参加者は、染め上がった柔らかい質感の青いスト

ールに満足そうで、「藍の効用を知り、楽しく藍染

を体験することが出来、参加して良かった」との声

が多く聞かれ、またスタッフからは「藍の製品は、

保湿性、保温性にも優れ、静電気も起こりにくく冬

の敏感肌には最適です」と話していました。 

 

〈 取材・編集 〉 

青森市中央市民センター1F 

青森市生涯学習推進員室 

TEL 017-734-0164（内線 36） 

東部市民センター担当：須藤、横内 

 

 

市民の皆様の明るく元気に学習活動に取り組む姿が

コロナ禍以前の様に市民センターに戻り、市民センターでの講座やサーク

ル活動が盛んに開催されています。今後も市民の皆様の学習活動を支援し、

より有意義な学習情報の発信に努めてまいります。 

 

 

編集後記 

 

講座 

レポート２ 

地域の方の提案を受けて、8月 28日(水)に初めて開催の「藍の生葉染体験」をレ 

ポートします。講座には、60から 70歳代の女性 12名が参加し、笹もち作りなど 

の指導も行っている「北部ものづくり伝笑会」と青森県羊毛の会代表 中川麻子さん 

が講師を努めました。生葉染めは夏の時期限定で、新鮮な朝採り『藍』を用いています。 

染
め
上
げ
た
ス
ト
ー
ル
を
手
に 

記
念
撮
影
に
お
さ
ま
る
参
加
者 

◆募集受付日の午前 9 時から先着順(＊窓口優先)で受付します。 

センターの窓口または電話(736-6255)でお申込みください。 

ただし、受講料のある講座は、センター窓口のみの受付となります。 

受講料ご持参のうえお申込みください。 

◆受付欄の【抽選】は、募集受付日の午前 9 時から 10 時まで窓口で受付し、 

人員が超えた場合は 10 時に抽選を行います。 

センター講座 

１０月受付ご案内 
 

藍の生葉染め体験～藍のシルク・ストールづくり～ 8/28 
 


